
　「すぐに役立つ現場の豚病対策」を出版し
て15年がたち、この間、日本の養豚産業は口
蹄疫、豚熱、PED、PRRSをはじめ多くの感
染症を経験し、アフリカ豚熱の脅威がすぐそ
こに迫っている。養豚場を感染症から守る戦
略を練り直し、より確実なものにすることが
求められており、それが養豚経営を持続可能
にする必要条件である。官民が一体となって
新たな養豚衛生対策に取り組み始めた現在、
その実践の心強いパートナーとなり得ること
を目的として、「すぐに役立つ現場の豚病対
策」を全面改訂し、大幅に項目を追加した。
　著者の二人は日本を代表する養豚専門管理
獣医師で、サミットベテリナリーサービスは
全国100農場超、母豚総数約９万頭に獣医コ
ンサルティングサービスを提供している。臨
床・コンサルタントで得られた多くの経験や
知見は、本書を現場目線でわかりやすい内容
に仕上げ、高いアンテナで常に収集する最新
の情報が各ページにあふれている。
　「豚病と闘う書」から「豚病と闘わないです
むための書」に基本方針を変え、新たな時代
に立ち向かう養豚生産現場はもちろん、養豚
管理獣医師、公的機関の養豚担当者をはじめ、
養豚に関係するすべての方にお届けします。

新・豚病対策

新・豚病対策
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（ク）　紫外線（UV）殺菌
事務所を含む衛生管理区域内に持ち込む物で、燻蒸消毒を行えない物はUV殺菌灯

で消毒してから持ち込む。照射時間は30分間以上。取り出す際にアルコールスプレー
で消毒すればさらに確実である。

UV殺菌を行う物は、弁当や携帯電話などの身の回りの小さな物や、燻蒸消毒を行
えない資材（人工授精用の精液が入っている箱、冷蔵保存が必要なワクチンなど）が

対象となる。パスボックスが小さくて資材が入らない場合には、パスボックスとは別
にUV殺菌室を設ける場合もある（UV殺菌室は人が通り抜けないように事務室側のド
アに鍵を設置し、物だけを消毒してから通過させる）。人の安全のため、UVパスボックスおよびUV殺菌室には、玄関側にも事務室側にも

UV殺菌灯のスイッチを付けておき、人が開ける際には必ず殺菌灯をOFFにすること。UV殺菌灯の具体的な使用上の注意は第２章消毒の項（101ページ）を参照されたい。
（ケ）　倉庫、薬品庫、冷蔵庫

注射器などの資材や薬品や冷蔵庫（ワクチン用）を置くために、倉庫となる部屋を
設けるか、準備室または事務室の一部にスペースを設ける。ここに収めるのは、UV
パスボックスまたは燻蒸庫で消毒済みの物のみとする。

④  豚舎への入り口（着替え、履き替えのための前室）
「外から豚舎のドアを開けたらすぐに豚がいる」という豚舎も多いだろうと思う。この
ような豚舎の場合、外界（地面）と豚との距離が近いため、地面に病原体が存在していた
場合、容易に豚に到達してしまうことが予想される。改善案として、豚舎を入る時に、長
靴を履き替えるための前室（ポーチ）を設置することが好ましい。豚舎のドアの外側に簡単な屋根と壁に囲まれた前室を作り、ドアを設ける。そうすれば、
外を歩いてきてまず前室のドアを開け、長靴を履き替え（必要に応じて着替えも）、それ
から次のドアを開けて豚のいる空間に出る、という２段階の構造になる。雨の日でも、豚
舎に入る前に、雨に濡れずに履き替えができる。また、入り口が二重になるため、雨水が
豚舎豚豚 内に流入する心配もない（雨水が地面を流れて豚舎に入ることによっても、病原体侵
入のリスクがある）。物置などを通過できるように改造して置いてもよい。

中長靴
エリア

スノコ
など

もとの豚舎の
入り口のドア

前室のドア
外長靴
エリア

前室（ポーチ）
を増設して履き替え、
着替えエリアを
設けよう！

COLUMNCOLUMNCOLUMNCOLUMN
コ　ラ　ムコ　ラ　ムコ　ラ　ム 　簡易プレハブシャワー室
室内にしっかりした設備を作ることが難しい場合、また、ちょっとした場所にシャワーを

設置したいという場合、プレハブを利用して簡易的な、１方向のシャワー施設を設置するこ
とも可能である。写真はある農場で工夫して設置した施設である。大事なポイントさえ外さ
ないようにすれば、簡単なものでも十分に機能する。できる範囲でうまく工夫しよう。

※広さによって建設確認が必要になるため、設置前に設計事務所に相談しよう。

洗濯室
脱衣室

更　衣　室

シャワー

エ
ア
コ
ン

洗
面
台

洗濯機

簡易的なシャワー付き更衣室。プレハブを利用し、中にシャワーと洗濯機が設置されている。一方通行の構

造になっていて、手前のドアから入り、奥側に出口がある

プレハブシャワー室の図面コンパクトではあるがシャワーを通り抜けられるような一方通行の構造になっている

図４ 前室の設置例（赤部分）。豚舎を上から見た模式図。既存の豚舎のドアを、外側から囲むように作
るとよい

序　章　激変する養豚業界

第１章　 疾病コントロールに必要な
　　　　基本知識

Ⅰ　豚の生理の基礎と飼育環境
Ⅱ　免疫
Ⅲ　疾病の伝播様式（伝染病の広がり方）
Ⅳ　疾病の経済的なリスク 
Ⅴ　疾病のモニタリング
Ⅵ　疾病への対処
Ⅶ　抗菌剤の慎重使用

第２章　養豚管理システム
　　　　～持続可能な養豚経営を支える仕組み～

Ⅰ　ピッグフローとオールイン・オールアウト
Ⅱ　グループ生産システム
Ⅲ　洗浄、消毒、乾燥
Ⅳ　繁殖豚の管理
Ⅴ　分娩舎の管理
Ⅵ　離乳・肥育舎の管理
Ⅶ　計数管理
Ⅷ　人材育成
Ⅸ　コミュニケーション
Ⅹ　第三者認証システムの活用
Ⅺ　効率化改善（５Ｓ）
Ⅻ　アニマルウェルフェア

第３章　バイオセキュリティ

Ⅰ　バイオセキュリティ総論
Ⅱ　バイオセキュリティ各論
　　【農場外バイオセキュリティ】
　　【農場内バイオセキュリティ】

第４章　豚病の診断と対策

監視伝染病について
特定家畜伝染病
呼吸器症状を主徴とする疾病 
消化器症状を主徴とする疾病
繁殖障害を伴う疾病
脳神経症状を主徴とする疾病
皮膚症状を主徴とする疾病
中毒・栄養障害
公衆衛生上問題となる疾病

参考資料　飼養衛生管理基準

1 堂々456ページ、オールカラーで、質・量
ともに養豚衛生を支える圧巻の１冊

3 管理技術や豚病対策の内容は、
「すぐに役立つ」「現場主義」

5 2020年７月に施行された
「改正・飼養衛生管理基準」に対応

7 専門的な記載も加え、
獣医師の診断・指導にも役立つ内容

2 377点の写真で、
現場に近づいた臨場感ある内容

4 バイオセキュリティを具体的かつ
実践的に解説した初めての書

6 各疾病の解説は原因別ではなく
症状別に並べ、最新情報も満載

8
グループ生産システム、アニマルウェル
フェア、第三者認証、抗菌剤の慎重使用、
人材教育など、今後の養豚産業を見据
えた新たな項目

22222222666

112 113第２章　養豚管理システム ～持続可能な養豚経営を支える仕組み～ Ⅲ　洗浄、消毒、乾燥

第

２

章

車両の消毒にはアルデヒド系の消毒薬が推奨される。広い範囲の病原体に有効であるこ
とに加え、金属腐食性が少ないためである。冬は低温で効果のある逆性石鹸＋アルカリ剤
などに変更するが、有機物の残存がないように注意する。消毒は荷台だけでなく、荷台の
下や横に設置されている道具入れ、ステップ、車体など全体に行う。
車内のマットも毎回洗浄消毒して清潔なものを使用する。ゴムマットを複数用意して
ローテーションで使用するとよい。使用後は消毒液に漬け込み消毒を行う。ペダルや内装
も消毒薬に浸して絞ったタオルでの拭き掃除を行う。運転席を衛生的に保つために、運転
席を土足禁止にし、運転席専用の靴を用意している場合もある。

④  豚体消毒

豚体消毒（生体への消毒）は、体表面の病原体を減らすことを目的として行われる。分
娩舎移動前の母豚の豚体消毒、すす病（滲出性皮膚炎）発症時の豚体消毒などがある。
豚体消毒に使用する消毒薬は、消毒効果と、生体への毒性、畜産物への残留を考慮して

⑥  長靴の踏み込み消毒

病原体を豚舎内、室内に持ち込まないために、長靴は豚舎ごと、部屋ごとに交換するこ
とが原則である。
長靴の表面に付着した病原体を消毒するためには、効果の高い消毒薬（アルカリ剤と混

ぜた逆性石鹸）であっても、３分以上漬け込んでおかなければならないという報告がある。
そのため、踏み込み消毒槽を使う場合は、長靴を脱いで履き替えた後に、置いておく時間
で漬け置き消毒するという目的で使用することが推奨される。その場合も、長靴はふんな
どの有機物が付着しやすいため、事前にきれいに水洗して有機物がない状態にしてから消
毒液に入れることが大事である。
繰り返しになるが、歩きながらパシャっと一瞬踏み込むくらいでは、接触時間が短すぎ
て消毒効果は期待できない。長靴は交換することが基本である。

⑦  地面、舗装面の消毒

地面や舗装面の消毒には、有機物の存在下でも効果が持続しやすく、価格も手ごろな消
石灰が用いられる。

踏み込み消毒の活用例（外長靴用）

外と中の長靴の色分け

踏み込み消毒の活用例（中長靴用）

スノコで長靴の履き替えの境界を明確にする

選択する必要があるため、原則として生体への使用が承認されている動物用医薬薬品品をを使使用用
し、使用禁止期間や休薬期間が定められてていいるる場場合合ににははここれれれをを遵遵守守守すすすするるるる。。なななおおお、食食食品品品添添添加加加
物物のの場場合合ににははここううういいっったた制制限限はははなななないいいいたたためめめ、たたたとととえええばばば食食品品添添加加物物物規規規格格格ののの水水水酸酸酸化化カカルルシウム製
剤剤剤ははは出出出荷荷荷直直直前前の肥肥育育豚豚豚にににももも用用用いいいるるここととががででききる。また、一部のオゾン水（気泡の大きさが
５５nm以下のオゾン分子水）も豚体消毒で使用する際の安全性と、残留のないことが証明
されている。

⑤  物の消毒

養豚場に持ち込むものは、基本的にすべて消毒をしてから持ち込む。
資材類は燻蒸庫での燻蒸消毒を行う。かつてはホルマリンが使用されていたが、安全面
から規制が厳しくなってきており、二酸化塩素製剤を使用することが増えてきている。ま
た、オゾンガスを利用した消毒機器も使用されている。
弁当や携帯電話など身の回りの物は必要最低限だけを、消毒したうえで持ち込む。身の
回りの物の消毒には、紫外線殺菌灯やアルコールスプレーが用いられる。紫外線殺菌灯付
きパスボックスは、市販の物や自作の物など様々なタイプがあり、その形状によっても有
効性が異なるため、前述の注意点を考慮して、あらためて自農場の設備を見直すとよい。
実際に現場で使用されている様々なパスボックスで行った調査の結果、15分間の照射で
は効果が不十分だったケースが報告されていることから、パスボックス内の殺菌灯照射時
間は15分以上、できれば30分以上を勧める。照射時間を長くしても光が当たらず陰になっ
てしまう部分は消毒されないため、陰になる部分は途中で向きを変え、すべての面に紫外
線が当たるようにする必要がある。
眼鏡は体の一部とみなしてシャワーインする際によく洗浄し、そのあとにアルコールス
プレーなどで消毒する。
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豚大腸菌症

写真１　離乳後
の子豚の下痢。

肛門が赤くただ
れている

写真２　浮腫病
で死亡した子豚

写真３　眼瞼が
腫れている子豚

豚大腸菌症

豚大腸菌症は大
腸菌（Escheric

hia coli）を原因
とする下痢、浮

腫病、脳脊髄血
管症に分

けられる。大腸
菌は動物の腸管

に常在しており
、その中で病気

を引き起こすの
は特定の大

腸菌のみで、こ
うした病原性を

もつ大腸菌を病
原性大腸菌と呼

んでいる。

病原性を示す大
腸菌（病原性大腸

菌）は、その下
痢発現機構によ

り①腸管病原

性大腸菌（EPEC）、②毒素原性
大腸菌（ETEC）、③細胞侵入

性大腸菌（EIEC）、

④腸管出血性大腸
菌または志賀毒素

産生性大腸菌(EHECまたはSTEC）、 ⑤腸管凝

集粘着性大腸菌（
EAggEC）の５種類に分

類される。

豚の下痢では毒
素原性大腸菌（

ETEC）と腸管病原性
大腸菌（EPEC）が起因

菌として分離さ
れる。離乳後に

発症する浮腫病
はF18線毛抗原を保

有する志賀毒

素産生性大腸菌に
よって起こる。

その他、大腸菌が
体内に侵入して増

殖する敗血症があ
る。

病原性大腸菌を口
から摂取すること

で感染する。大腸
菌による下痢は、

哺乳子

豚および離乳子豚
の下痢の中で最も

一般的なものであ
る。

哺乳中の下痢には
生まれてすぐ発症

する早発性下痢と
、生後10日前後

で発症す

る遅発性下痢に分
けられる。下痢は

日齢が若いほど激
しく、早発性大腸

菌症では

水様の下痢便を排
泄し、体がぬれね

ずみのようになる
こともある。離乳

後下痢は

離乳後数日で発症
し、水様下痢もし

くは白痢症状を示
す（写真１）。

下痢の発症には、
適正温度より低い

環境下、移動など
のストレスのほか

、高タ

ンパク飼料などが
関与する。また古

く傷んだ飼料を給
与して発症した例

もある。

大腸菌による敗
血症は、生後間

もなくから１週
齢以内に発症す

ることが多く、

甚急性経過では明
らかな症状を示さ

ず突然死する。急
性経過では元気消

失、哺乳

欲減退、発熱など
の症状が認められ

る。

浮腫病は大腸菌
が出す志賀毒素（

ベロ毒素）によ
って起こる病気

である。浮腫

病の発生は、離
乳～ 60日齢の子

豚が突発性の神
経症状を示し、

急性経過で死亡

することで発見
されることが多

い（写真２）。発
症している豚群

をよく観察する

と、眼瞼が腫れ
ているものがい

たり（写真３）、
軟便から下痢を

呈しているもの

が認められる。浮
腫病が慢性化する

と脳脊髄血管症と
なり、病理組織所

見で特徴

的な病変を示す。

原因

症状

主 要 目 次 本書の特徴
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かっこいい養豚への挑戦･･････････････････2,640円（本体2,400円＋税）送料別途   　　　冊
私の養豚人生････････････････････････････3,000円（本体2,728円＋税）送料別途   　　　冊

【アニマル・メディア社】
初乳を極める･････････････････････････････3,300円（本体3,000円＋税）送料別途 　　　冊
飼料を極める･････････････････････････････3,960円（本体3,600円＋税）送料別途 　　　冊
家畜ふん堆肥の基礎から販売まで･･･････････3,980円（本体3,619円＋税）送料別途 　　　冊

■ お名前（お届け先の部課も明記してください）

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

■ 法人名／団体名  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ お届け先住所（〒　　　－　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■TEL  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■FAX  　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ ご請求先　　□ 法 人　　□ 団 体　　□ 個 人　　□ 公 金

■ 通信欄（公費の場合は必要書類、請求書の宛名、その他注意事項をご記入ください）

購 入 申 込 書

　購入申込書に必要事項をご記入の上、FAX（03-5913-
2628）かメール（venet@nifty.com）でお申し込みください。

10 冊以上のお申し込みは、定価の10％引き
30 冊以上のお申し込みは、定価の20％引き

　書籍と一緒に、請求書と郵便振替用紙をお送りします
ので、到着後、２週間以内にお振込をお願いいたします。
　送料１～２冊は 300 円（一部 215 円の書籍あり）、
３冊以上は送料サービス
　ただし、「養豚の教科書」につきましては、１回のお申
し込みにつき冊数にかかわらず400円を申し受けます。

お申し込み方法

まとめてお申し込みになるとお得です！

送料および発送について

2021年３月31日までのお申込みは
送料をサービスさせていただきます


